
令和５年度 活動計画 
 

Ⅰ 活動目標 

１ 看護師職能の活動を通して、公衆衛生の向上と県民の健康保持・増進に寄与する 

２ 病院看護師の役割の明確化と資質の向上を図ると共に働きやすい環境づくりを支援する 

 

Ⅱ 公益目的事業 

１ 活動内容 

1）福祉における看護師の資質向上のための研修会等の企画・実施 

2）看護師の交流を通して情報交換し、看護職の活性化を図る 

２ 活動計画 

1） 定例会：年 12回  

2） 研修会：年 2回 延定員 300名 

 

Ⅲ 会員支援事業 

１ 活動内容 

1）職能集会・講演会で事業計画を説明し、看護師職能委員会Ⅰの活動を周知する 

２ 活動計画  

1） 職能集会・講演会： 年 1回   定員 150名 

  

公益目的事業（研修会） 

項 目 内       容 開催日 場  所 募集人数 

研 修 会 

テーマ：「コロナ禍で継承されなかった看護を取り戻そう

～家族看護の視点から～」 

講師：柳原 清子 

（長野県看護大学 成人看護学分野 教授） 

R5.10.28（土） 
神奈川県 

看護協会 
150名 

保健師職能・助産師職能・看護師職能Ⅰ・看護師職能Ⅱ合

同研修 
テーマ：検討中 

講師：未定 

R6.1.26（金） 同上 検討中 

 

会員支援事業 

項 目 内       容 開催日 場  所 募集人数 

職能集会 
令和４年度事業報告・実態調査報告 

令和５年度事業計画 

R5.7.15（土） 
神奈川県 

看護協会 
150名 

講 演 会 

テーマ：「看護の可能性～ナースの多様な働き方～」 

講 師：川添 高志氏 

ケアプロ株式会社 代表取締役 

◆ハイブリッド形式にて実施 

 



看護師職能委員会Ⅰ 研修（講演会）実施報告 

研修（講演会）テーマ 看護の可能性 ～ナースの多様な働き方～ 

主    催 看護師職能委員会Ⅰ 

講    師 川添 高志氏 （ケアプロ株式会社 代表取締役社長） 

開 催 日 時  令和 5年 7月 15 日（土）14:00～16:00 

目    的 新たな看護の価値や未来、役割拡大について考える機会とする 

内    容 講演 

場    所 神奈川県ナースセンター研修室（神奈川県総合医療会館 5階）ハイブリッド方式 

参 加 対 象  看護職 参 加 人 数  
59名 

（会員 54名・非会員 5名） 

まとめ・評価 

１．アンケート回収 27名 回収率（委員を除く）58.7% 

1）会員：26 名  2）非会員：1名 

２．職種 

1）看護師：26名  2）助産師：0名 

3）保健師：0名  4）その他：1名 

３．研修会を知ったきっかけ 

 1）看護協会からの案内チラシ：12名 

2）看護協会のホームページ：11名 

3）上司からの情報：4名 

4）友人・知人からの情報：0名 

5)その他：0名 

４．参加動機 

 1）自ら進んで：22名 2）上司の勧め：3名 3）ホームページを見て：1名 

 4）その他：1名 

５．感想 

 1）非常に良かった：16名  2）良かった：9名  3）普通：1名 

4）やや期待はずれ：1名   5）期待はずれ：0名 

６．アンケート内容 

・新しい考え方や柔軟な発想などを学び看護の可能性が広がった 

・いろいろな分野と協働して看護を活かす場が広がる現状を学んだ。 

・看護師としてのキャリアを考える上でも、様々な取り組みは参考になった。 

７．評価 

講師の川添氏は、ケアプロ株式会社を起業し、「ワンコイン検診」「ALL SPORTS 

NURSE」等の普及により健康的な社会づくりに貢献されている。多様な働き方のひ

とつとして、起業した動機や実際の活動などについての講義であった。グループワ

ークでは情報発信や情報共有の場となり、多様な働き方について視野が広がり、具

体的なモデル事例としてのプロセスを学ぶことが出来た。 

今回は、研修の参加者が少なく、また、アンケートの回答率も低かった。今後、

受講者を増やすための周知や、アンケートの回収率を高めるためのインフォメーシ

ョンの工夫などに取り組んでいきたい。アンケートの回答の結果としては、約

92.6%以上が良かったと回答しており回答してくれた受講者のニーズには応えら

れたと評価する。 

今後は、アンケートの項目についても、研修毎に検討していきたい。 
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